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令和7年春のシンポジウム「〈＃昭和100年〉で考える「鹿児島の近
現代」―食文化・鉄道・遊びにみる“つながり”の歴史と未来―」

を開催しました�
「鹿児島の近現代」教育研究センター　特任准教授　伴野 文亮

2025年3月22日（土）に鹿児島大学学習交
流プラザ学習交流ホールにおいて、令和7
年春のシンポジウム「〈＃昭和100年〉で考
える「鹿児島の近現代」―食文化・鉄道・
遊びにみる“つながり”の歴史と未来―」を
開催しました。当日は、YouTubeライブに
よる同時配信も行い、対面・オンラインあ
わせて120名ほどの方々にご参加いただき
ました。
今回のテーマは、「食文化」「鉄道」「遊
び」という3点に着目して〈昭和100年〉の
間における人びとの“つながり”の諸相と
変遷を確認し、様々な場面で「分断」が進
行する現代を生きるための知見の共有を試
みるというものでした。「食文化」のパート
では、正岡佑月氏（法文学部4年生）による
研究発表と、千葉しのぶ氏（ＮＰＯ法人霧
島食育研究会理事長、千葉しのぶ鹿児島食
文化スタジオ代表）による講演がなされま
した。「鉄道」のパートでは、山本尚昌氏
（法文学部2年生）と鹿児島大学乗り物研究

会、および鹿児島県立大島高校生徒による
研究発表と、籾木郁朗氏（宮崎市史編さん
事業近現代史部会長、宮崎歴史資料ネット
ワーク副代表）による講演がなされまし
た。「遊び」のパートでは、鹿児島県立錦江
湾高校生徒による探究成果の発表がなされ
たほか、伴野が講演を行いました。また、
同一会場において、鹿児島県内にある高校
の生徒による「総合的な学習（探究）」の成
果のポスター発表も実施しました。
今回のシンポジウムには、10代から70代
以上までの幅広い年代の方にご参加いただ
きました。閉会後のアンケートでは、「様々
な分野において、鹿児島や周辺地域の近現
代の状況を知ることができた」といった意
見や、「大学生や高校生の発表もあるなど、
次世代の人への探究も企画されていた」と
いった高校生・大学生による発表の機会を
設けたことに対する評価など、多くの方か
ら高評価を得ることが出来ました。


